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平成 28 年度第２回長野市歴史的風致維持向上協議会 会議記録（概要） 

日時 平成29年２月17日  (金)  

午後１時30分～午後３時20分 

場所 第一庁舎７階 第２委員会室 

出席委員 11 名 

北村委員、小林委員、土本委員、梅干野委員、宮下委員、清水委員、香山委員、

徳武委員、高橋委員（代理出席）、牧委員、松本委員 

(４名欠席 赤羽委員、牛山委員、中村委員、轟委員) 

１ 開 会 

定足数の確認 

２ 会長挨拶 

  北村会長 

３ 委員の委嘱及び委員紹介 

清水委員の紹介 

４ 協議事項

(1) 長野市歴史的風致維持向上計画の進行管理・評価について 

・説 明 事務局：資料１-１～１-３により長野市歴史的風致維持向上計画の進行管 

理・評価について説明 

・意見等 ※質問・意見無し 

(2) 歴史的風致形成建造物の指定解除について 

・説 明 事務局：資料２により、歴史的風致形成建造物４件の指定解除について説明

・質 問  戸隠地区が間も無く国の重伝建に選定される見込みだが、これからは、戸

隠地区の歴史的建造物は「歴史的風致形成建造物」に指定されなくなるのか。

・回 答  伝建地区内の伝統的建造物とすることを所有者が同意した建造物は、法律

で「歴史的風致形成建造物」の指定はできないが、それ以外の建造物は指定

が可能である。 

 ただし、伝建制度は無期限に継続することから、一つでも多くの歴史的建

造物を、伝建地区での伝統的建造物にして保存を図りたいと考えている。 

・その他  歴史的風致形成建造物４件（宿坊神原(主屋)、武井旅館(主屋)、横倉旅館

(主屋・門)、久山館(石垣)）が重伝建地区内の伝統的建造物群を構成する建

造物となるため、法律により歴史的風致形成建造物の指定解除をすることで

了承された。 
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(3) 弥栄神社の御祭礼に関する祭礼屋台等の状況調査について 

・説 明 事務局：資料２により、弥栄神社の御祭礼に関する屋台等状況調査結果につ

いて説明。 

・意 見  平成 13 年以来となった今回の屋台状況調査は、処分された屋台があるこ

とや、地元の町の多くに曳き手不足等の課題があり、衝撃的な結果と感じる。

平成 24 年から５年間祭礼が催されたことが奇跡的である。地元住民だけで

はこれからの祭礼の方向性を考えていくのが難しい。市も祭礼開催のための

支援をしており、今の状態を保持できるようにしていかなければならないと

思うが、このままでは今年の祭礼開催が危ぶまれる。 

・回 答  そのとおりだと考える。市はこれまで屋台の組立て・補修費等を支援して

きたが、市として何ができるか考えていく必要がある。祭礼の今後のビジョ

ンを、何かの形で実行委員会や地元と考えていきたい。 

・意 見  第２回長野市歴史まちづくりシンポジウムの参加者は 170 名もあった。こ

のような会議を開催し、屋台巡行参加者が集まり、工夫している点等を話し

合うような取組みを市で実施できないか。 

・回 答  祭礼の実行委員会へ、本協議会からシンポジウム等開催の提案があったこ

とを伝え、実行委員会や地元と検討していく。 

(4) 長野市歴史的風致維持向上計画の変更について

・説 明 事務局：資料４－１、４－２、４－３により、長野市歴史的風致維持向上計

画の変更について説明。 

・意見等 意見・質問等が無く、原案のとおり国への計画変更認定申請手続きを進め

ることとなった。 

５ その他

今後の予定等について 

・本日の協議内容を書面にまとめ、委員の内容確認後、前回（８月）の第１回長野

市歴史的風致維持向上協議会で諮問した「長野市歴史的風致維持向上計画の平成

28 年度進行管理・評価及び計画の変更について」の答申とする旨の確認 

・本日の協議結果を受け、歴まち計画の変更を決定し、国へ計画変更の認定申請を

行うことを確認 

・平成 29 年度の協議会については、平成 29 年７月下旬頃に事業計画の確認、 

平成 30 年２月下旬頃に計画の進捗状況の確認のため、２回開催予定であることを

周知 

６ 閉 会


